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8:00 地震発生。市役所内に災害対
策本部が設置され、関係機関との連
携訓練開始。

　９月１日、「下呂市総合防災訓練」が市内全域で行われました。
　この日の災害想定は、地震の発生確率が高まっていると言われている阿寺
断層北部の直下型地震（最大震度６強）が発生し、誘発された金山地域の未
知の断層が動き、市内で甚大な被害が発生したとの想定で行われました。
　今回は、岐阜県と共催で金山地域において大規模な訓練を実施しました。
　各地域での訓練は、市民１万５千人、消防団７００人、関係機関
１５０人、市職員４５０人の合計１万６３００人もの参加協力により行
われました。
　ここでは、自助・共助・公助による取り組みをご紹介します。

【総務部・防災情報課】

9:40 緊急患者が発生し、高機能病
院への搬送のため県防災航空隊が金
山小グラウンドに着陸。

10:10自動車整備振興会や中部地方
整備局が、国道をふさいでいた車両
を撤去し開通作業を実施。（旧金山
病院跡地）

10:25 県警本部、消防本部が倒壊家
屋内にいる要救助者の救助活動のた
め出動。

10:25市道をふさぐ倒壊家屋に要救
助者がいないことを確認し、撤去作
業を行う下呂建設業協会の重機。

11:00 土砂災害で倒壊した家屋か
ら、土砂を取り除き屋根や壁を破壊
し要救助者を救出。救急部隊が搬送。

訓練終了

訓練開始

10:15自衛隊情報伝達員からの報告
を受け、倒壊した家屋の土砂撤去作
業と要救助者の救出のため現場へ向
かう陸上自衛隊員。
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8:10 地震発生後、地域の避難場所
へ向かう前に「避難完了フラッグ」
を掲出。（金山第２区）

8:15 負傷者発生。地域住民が一丸
となって負傷者をリヤカーに乗せ、
避難所まで搬送訓練。（金山第２区）

8:30 自治会災害対策本部設置。金
山小へ避難した市民が対策本部に避
難人員を報告。（避難所：金山小）

8:45 市医師会・歯科医師会・薬
剤師会の協力のもと、多数の負
傷者を重症度に応じて優先順位を
決定するトリアージ訓練を実施。

9:00 給水活動訓練。水道
管破損による断水のため、
市管設備工業協同組合が給
水車を出動。

9:05 炊き出し訓練。JA や県 LP ガ
ス協会からの支援と、市金山赤十字
奉仕団の皆さんにより避難者への食
事を提供。
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対策本部で指揮を執る
山口区長

　防災訓練を機に、皆さん一人一人が災害に対して備える
ことが大切です。例えば、家具・家電製品の転倒防止策や

食料・水の備蓄を行うことで、それが「地域の力」となり、
さらには「下呂市の力」となります。今一度、ご家族など
で防災・減災についてみんなで話し合いましょう。

その時、市内では・・・

みんなで炊き出し訓練
　　　　　　【萩原町西上田】

地域の防災倉庫確認
　　　　　　　【萩原町四美】

みんなでバケツリレー
　　　　　　　【萩原町上村】

災害図上訓練　　
　　　　　　　　　【御厩野】

下呂看護専門学校
の生徒らが、特殊
メイクを施し負傷
者役を演じました。


